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進化する、音響と振動の技術

1921年、強誘電体（外部に電場がな
くても電極双極子が整列し、双極子の
方向が電場によって変化できる物質）
であることが報告され、イヤホンやマ
イクロホンなどの圧電素子として利用
されるようになった、ロッシェル塩。
小林理学研究所ではかつて、培養生
産も行われていた複塩である。以前は
「音を伝える」上で欠かせない物質と
して知られていたが、現在では他の材
料にその役目を譲っている。
取材協力 / 小林理学研究所 音響科学博物館

撮影 / 赤羽 佑樹

「ロッシェル塩」
小林理学研究所 音響科学博物館蔵
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PROJECT STORY　リオンのプロダクト開発ドキュメンタリー

音を利用して モノの容積を測る。
音響式容積計・体積計はどのようにして生まれたか？

HISTORY OF TECHNOLOGY　リオンの技術史

第四回　振動レベル計
「人が感じる振動」に寄り添うために。 

FROM NOW ON　リオンの［いま］と［これから］

FUTURE TALK SESSION 中堅エンジニアたちのトークセッション
ミライの技術、  ミライのリオン

SPECIAL REPORT　人々の「聞こえ」を支える最前線

リオネットセンター新宿、探訪

TALES OF RION　見聞！ リオンの製品とひとびとの暮らし

「音の聴こえ方」を探る の巻

FROM OVERSEAS　海の向こうのリオン

韓国編

OUR FAVORITE TOWN KOKUBUNJI　リオンのスタッフがナビゲート

ブラリ、国分寺巡り
今回のテーマ［ バレーボールを通じて地域貢献！]

ACTIVITY

リオンの［活動報告］

EPILOGUE-SCIENCE, SCIENCE! 　リオンスタッフのこだわりコラム

理数好きなもので。
No.004 　64倍の努力
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表紙作品「無響室」
グラスウールでできた防音材は最初に見た時、暖
かな木のように感じ、全方位閉ざされた空間にも
かかわらずまるで森にいるかのような安心感に包
まれた。音を研究する閉ざされた施設ではあるが、
その研究は製品に反映され、広く世の中に知れ渡
る。閉鎖的な中に感じる広がりに注目して制作を
行った。

版画家・北嶋勇佑（きたじまゆうすけ）
2014年武蔵野美術大学大学院版画コース修了、
木版画とモノタイプ（1点刷り版画）の技法をミッ
クスした独自の手法を用いて、親しみのあるモノ
を題材に1点モノの版画作品を制作する。

早いもので創刊から1年です。無事にVol.4をお届けで
きることは本当に嬉しいことです。このご時世で「取材
に行けるの？」なんて心配から始まったVol.1からここま
で来れたのは皆様のおかげ。これまでいろいろな記事を
担当しました。「技術情報誌」の名に相応しい先端技術、
技術屋さんのこだわり、未来の技術を語る話。RTJって
バラエティ豊かですね。今回の担当はまた違う切り口で
す。皆様が楽しめたら良いなぁと思っています。（中山）

編集委員に加わってから半年が経ちました。「校了って
何？」から始まり、出版・印刷業界の専門用語に悩む毎
日でしたが、少し慣れてきました。育休明けの三児の母
でもあり、時には子供の体調不良等で予定していた取材
に立ち会えない事もありました。しかし、編集委員の方々
に支えられ、編集に携わらせていただいています。みな
さまにはこの雑誌を通してリオンの製品や社員の温かさを
身近に感じて頂けるとありがたいです。（座間味）

編集前記
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PROJECT STORY

͍͓ͯʹ࢙ճϦオン͕ɺ͍Ͱ͖ͨ։ൃのྺࠓ
ͱΓΘ͚ϢχーΫͳʹつ͍ͯϑΥーΧεɻ
Իをར༻ͯ͠Ϟϊの༰ੵମੵをܭଌ͢Δͱ͍͏ըظతͳγ
εςϜͩɻ͜の͕ͲのΑ͏ͳΞイσΞ͔ΒͲのΑ͏ͳܦ
ҢͰੜ·Εͨの͔をɺΩーϚンͨͪのऔ͔ࡐΒͻͱ͍ͯ
͍͘ɻ

Ϙイルɾγϟルルの๏ଇ

ԻΛར༻ͯ͠
Ϟϊの༰ੵΛଌΔɻ
Իࣜڹ༰ੵܭɾମੵܭͲのΑ͏ʹͯ͠ੜ·Εͨ ʁ͔

ϦΦϯのϓϩμΫτ։発υΩϡϝϯλϦʔ 取ࡐɾจ �ฤू部
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ࣗ動ंのΤンδン෦の
༰ੵをܭଌするըظతͳثػ

　にݟえない音やৼ動をセンγンά

し、ݟえる化することで৽たな価値がੜ

まれる。これはリオンが創業から一؏し

て取りんできた事業のࠎ子であり、そ

の結Ռ、༏れた騒音計やৼ動計、ඍཻ

子計などが多、リリースされてきた。

こうしたྺ࢙において、࣌には自༝な発

想で開発されたϢχークなもొし

てきた。その一ྫが「音響ࣜ༰ੵ計」「音

響ࣜ体ੵ計」である。これらの機器は測

定ରのܗঢ়に関わらず、ۭ 気中で

ਫ਼に༰ੵや体ੵを計測する機をߴ

༗する。キϟリϒϨーγϣンさえ行えば、

ಛघな技を必要とせず༰ੵや体ੵを

計測できるという利もく社会にධ価

されている。音を計測することで৽たな

価値をݟ出した好ྫとݴえるだΖう。

ਔは音響機器事業෦のҪ᮫ڥ　 �ࣜ

༰ੵ計・体ੵ計の開発についてৄ細を知

る一人だ。この機器が持つΞυバンテージ

について問うと、こんなえがฦってきた。

「༰ੵや体ੵを測定しようとする࣌、一

ൠ的には、ϏϡϨット๏というӷ体を使

う方๏が用いられます。計測したい༰器

にӷ体をೖれ、そのӷ体がどれだけೖっ

たかを測定するという方๏です。一方で

リオンの音響ࣜではવ、ӷ体を使用し

ないので、ରをೞらさずにすΉとい

うが大きなΞυバンテージです。ࡏݱ、

ओなରは自動ंのエンジンですが、

様々な規格や規制にͮجいてされ

るきエンジンには༰ੵを計測するϓロ

セスがෆՄܽです。しかし、ӷ体をೖ

して計測する方๏では、そのޙにס૩さ

せるというఔが必要となり、࣌間もख間

もֻかるわけです。またӷ体をೖれると

いっても୭もが؆୯にできるものではな

く、ݴわば৬人的な技術が必要です。一

方、音響ࣜであれば୭が測定してもಉじ

値を出せるので、技術のܧঝが؆୯です。

こうしたΞυバンテージを͝ཧ解いただい

た結Ռ、ࡏݱ、ຊのほ΅すての自動

ंメーカーにಋೖしていただきました。ま

た、ۙ 年では海外の自動ंメーカーにも

ೲೖした実があります。音とき合っ

てきたリオンならではのだと自ෛして

います」

　自動ंのエンジンがෳࡶなܗঢ়をし

ていることは୭でもཧ解できるだΖう。

そのೖりんだ෦の༰ੵを正֬に計

測することが質ཧというでٻめら

れている。このようなݱではैདྷ、ӷ

体を用いて༰ੵを計測するしかなかった

が、リオンの音響ࣜ༰ੵ計を使用するこ

とで、ݱڥが大きく改ળすることに

なったのだ。また、音響ࣜ体ੵ計はࡏݱ、

ओに分ಔなどの体ੵを測定する際に用

いられている。༰ੵ計、体ੵ計、どちら

も音響を利用し、これまでにない発想で

開発されたであった。Ҫ᮫はこうଓ

ける。

「キϟリϒϨーγϣン用のۚ属校正器

をج準として༰ੵをൺֱ測定するので、

原ཧ的にはۚ属のほか、ߗ質のϓϥス

ティックやΨϥスで構成された༰器の༰

ੵを計測することがՄです。一方で、

スϙンジのようなૉࡐで作られたものを

計測することは難しいですが」

ΞルΩϝσεのݪ理

ΪϦγアのֶऀɾアルΩϝデスがೖݹ
ཋதにൃݟした͜のݪ理、७ۚで࡞Β
ΕͯいΔͣのԦףにࠞͥものがೖͬͯ
いΔ͔Ͳう͔をূݕすくΜでいた͜
ͱ͔Βੜ·Εたͱ͞ΕΔ。ݪ理のࢠࠎ、
ྲྀମʢ液ମやؾମʣதのମͦのମ
がԡしの͚ͯいΔྲྀମの࣭ྔがٴ΅す
ॏྗͱ同͡େ͖͞で্向͖のුྗを受͚
Δ、ͱいうもの。͜のݪ理によͬͯମ
のମੵを測Δͱいう実ݧをݧܦしたਓも
ଟいͩΖう。

音ࣜڹ༰積計

Իࣜڹ༰ੵ計のデϞϯスτ
レーγϣϯ。͜のثػ෦に
ઃஔ͞Εた �ͭのマイクロϗ
ϯがѹྗのม動を感すΔ͜
ͱで༰ੵやମੵの計測が可能
ͱͳΔ。

イϥスト�ੁ野ܙ

Ҫ ਔ᮫ 
ۀӦث振動計測ڹ෦�Իۀࣄثػڥ
෦�計測ثӦٕۀज़՝。ڥ計ྔ࢜、ެ
理ࢭ ʢऀ૽Իɾ振動ؔʣ。͔ͭ
ͯಛのઃ計にؔΘͬͯ いた͜
ͱ͔Β、Իࣜڹ༰ੵ計ɾମੵ計の։ൃ、
にैࣄ。現ࡏ٬ސのఏҊ、デ
Ϟϯスτレーγϣϯ、ӡ༻૬ஊͳͲのۀ
をߦう。
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原ཧとなっているのはϘイϧ・γϟૅج　

ϧϧの๏ଇだ。一定ԹԼで、一定ྔ

の気体の体ੵはѹ力にൺྫする、とい

う๏ଇである。

「؆୯にݴえば、ѹ力º体ੵ、またはѹ

力º༰ੵは一定なんです。ですからス

ϐーカーから音を発ੜさせ、ѹ力変動を

起こし、機器にଂしたマイクロホンでセ

ンγンάするという構によって計測を

実ݱしています。ີݫにݴえば校正器か

らの情ใをもとに値をࢉ出していくわ

けです。ݴいえれば、ࢉ出した値を

人的にかけたѹ力分で割れば༰ੵや

体ੵが出てくるというもの。イメージとし

てはີดされたۭ間でѹ力の変動を起

こし、その変動を音のセンαーでरうと

いう感覚ですね」

ϚΠΫϩϗンのԹಛੑを
Ͳ͏ཧղしɺࠀする͔

　90年ޙにొしたこの音響ࣜ༰

ੵ計・体ੵ計だが、機はண実にΞッϓ

σートしながらྺ࢙をいできた。中で

も大きな機変ߋはԹ変化へのରԠ

マイクロホンはಉじようにݟえても、Թ

の変化によってԠがඍົに異なるわけ

ですね。たとえば騒音計は1につき

マイクロホンが1ຊ設ஔされているだけ

ですからこのԹಛ性は、さほど問題と

なりません。でも音響ࣜ༰ੵ計・体ੵ計

には1につき2ຊのマイクロホンが必

要です。ですからݸ々のマイクロホンの

Թಛ性をଗえておかなければ測定値に

バϥπキが出てしまうのです」

　そこでҪ᮫が取りんだのはԹに

ରする感ಛ性がଗったマイクロホンの

ϖΞリンάを検౼するという作業だった。

のマイクロホンがあれば、その中ݸ30」

からࣅたようなԹಛ性を持つマイクロ

ホンを୳して2つのϖΞにしていくという

作業です。このϖΞリンάが上खくいくと、

周ғのԹが変化してもۃめてࠩޡをগ

なく計測できるわけです。機上ޙは

1ˆのԹ変化にରして0�1�N-以の

変動でऩまるようになったのです。Թ

ಛ性にணしてマイクロホンをબ定するこ

とで、こうしたਫ਼のߴい測定が実ݱで

きるようになったわけです」

である。このԹ変化へのରԠ機はど

のように加されてきたものなのか、Ҫ᮫

はこうઆ໌する。

「私はࠓから1�年ほどલ、この音響ࣜ

༰ੵ計・体ੵ計を作するಛ෦門にॴ

属していました。そのࠒ、՝題となってい

たのがԹ変化へのରԠです。Թが

変わってしまうと、測定値が変動してしま

うというܽがあったんです。そこでこの

՝題を改良すく、様々な検ূをしたり、

෦Ϩベϧでの設計をݟしたりといっ

た業に関わったんです。この改良を実

。するまでには年ほどかかりましたݱ

લの方がΞイσΞは持っていたんです

が、ൢ ചするにそのΞイσΞをどう

ೖして実するかを私が担したんです」

　機器の෦をݟてみると2つのマイク

ロホンが設ஔされている。このマイクロ

ホンにあるԹಛ性が、問題の֩৺だっ

た。性を上させるためには、このԹ

ಛ性をࠀしなければならなかった

のだ。

「ಉじ෦、ఔで作られたマイクロホ

ンでもそれͧれのマイクロホンにはԹ

ಛ性というものがあるんです。ݸ々の

音ࣜڹ༰積計のஅ໘ਤ

音ࣜڹମ積計のஅ໘ਤ
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メーカーからのґཔで音響ࣜ༰ੵ計の

開発へとつながっていったという。

「ੴҪڭ授は、Ώりか͝のような༰器に

んをೖれ、ඵで体ੵを測れるような

機器をࢦしていたんです。そのૅج的

な原ཧがࡏݱの機器につながっているわ

けですね。いずれにしてもਫにೞらすこ

ともなくυϥイなঢ়ଶで、しかも࣌間で

༰ੵ、体ੵが計測できるこの機器はըظ

的だと思います」

はエンジンの༰ੵやΰϧフϘーϧࡏݱ　

のσィンϓϧ検査、分ಔの体ੵを測ると

いったݶられた用్にཹまるこの機器だ

が、ޙࠓ、どのような分野に活用できるՄ

性があるか、ฏඌࢯにฉいてみるとこ

んなえがฦってきた。

「音響によってද໘ੵを計測しようという

みはۙ年、ありました。たとえばΪΞࢼ

ΪΞのද໘はΪβΪβしている。（ंࣃ）

でしΐう。このද໘ੵを正֬に計測する

のに定規では測れませんよね。

ఔ上、このようにෳࡶなܗঢ়をしたΪΞ

のද໘にίーティンάをするにあたって、

事લに必要なίーティンάࡎのྔを割り

出すため、正֬な計測が必要なんです。

Μのମੵをଌるɺͱ͍͏
དྷのతݩ

　音響ࣜ༰ੵ計・体ੵ計の仕みはもと

もと、౦ژ大学学෦音響研究ࣨのੴҪ

授とそのάϧーϓが考案したものだっڭ

た。ࡏݱ、খྛཧ学研究ॴで音響ৼ動

の研究を専門とするฏඌળ༟ࢯはこのੴ

Ҫڭ授のΞイσΞが化につながった

ྲྀれにৄしい一人だ。ฏඌࢯはこうす。

「この音響ࣜ༰ੵ計・体ੵ計の原ܕは、

実はんの体ࢷを知るために体ੵ

を測るという的でੴҪڭ授が考案した

ΞイσΞでした。ੴҪڭ授は大きなνϡー

ϒのような༰器にんをೖれ、音を使っ

て体ੵを測るという仕みを実用化しよ

うとしていたんです。この計ըは結ہ、実

用化にࢸらなかったもののϊϋは

ੵされました。そしてੴҪڭ授がୀさ

れたޙ、としてॳめて作られたのが

分ಔの体ੵを測る機器だったのです」

　この機器は199�年に࢈業技術૯合研

究ॴ、計測Պ学研究ॴ、খྛཧ学研究

ॴ、リオンがڞಉで開発、発ചしたもの。

そしてこのޙ、ຊの大खエンジン

結ہ、実ݱにはࢸりませんでしたが、ޙࠓ、

音響を利用して何かを測るという機器が

ొするՄ性は大いにあると思います。

音で変ܗしないରであればཧ論上、

υϥイなঢ়ଶで、しかもスϐーσィに正֬

な計測ができるわけですからね」

・ճ、フΥーカスした音響ࣜ༰ੵ計ࠓ　

体ੵ計は決して世界中でく利用されて

いるものではないが、このような機を

にٻめていた業界においては間ҧいなく

重要な役割をՌたす機器となっている。

あらためて、こののҙٛについて問う

と、ฏඌࢯはこうޱにした。

「まずੴҪڭ授のཧ論がըظ的であった

ということは間ҧいありません。そしてこ

れを実用化しようと関わった皆さんの知

いたします。そして何よܟ努力にも、ݟ

り、実用化にはࢸらなくともそのϊϋ

が֬実にੵされ、ޙの࣌にܧঝさ

れ、ܗや的はॳの考えと異なったと

しても、社会に貢献するとして世に出

たことはૉらしいことですよね。私自身

もগなからずこのようなの開発に関

われて、あらためてخしく思います」

測ఆݪ理

ʮҰ定ԹԼで、Ұ定ྔのؾମのମੵ�
7��ѹྗ�1�に�ൺྫすΔʯͱいうの
がϘイルɾγϟルルの๏ଇ。Իࣜڹ༰
ੵ計ɾମੵ計で͜の๏ଇにଇり、ߍ
ਖ਼ثを使༻しͯ、ѹྗのม化をਓత
にൃੜͤ͞Δ͜ͱで、༰ੵ、ମੵの計
測を可能ͱしͯいΔ。

ϚイΫϩϗϯ 

෦に使༻͞ΕΔΤレثػ
クτレοτίϯデϯαマイク
ロϗϯ。͜のマイクロϗϯ
がѹྗม動をݕग़し、ͦ Ε
Βのൺ͔Β༰ੵ、ମੵがࢉ
ग़͞ΕΔ。

V2 V1
⊿P1

⊿P2
= -V V2 V0=（V1：一定）

γ ⊿V=⊿P1

P0

P0

V1
γ ⊿V=⊿P2

P0 V2

（V0：一定）

（圧力）×（体積） = 一定 （γ は空気の比熱比：1.4）

：槽内の静圧（大気圧） ⊿P1：基準槽内の微小圧力変化

⊿P2：（容積計）アダプタ内と被測定物を合わせた空間の微小圧力変化
（体積計）アダプタ内および測定槽と被測定物のすき間を合わせた空間の微小圧力変化

γ
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ฏඌ ળ༟
Ұൠஂࡒ๏ਓখྛ理ֶڀݚॴ�ओݚ
計測༻のマイクڹʣ。Իֶʢ࢜һ�തڀ
ロϗϯや૽Ի計、ՃηϯαーͳͲ
を使༻し、ػց、ݐ、ಓ࿏ަ௨、ߤ
すΔΤࣄͳͲの૽Ի振動計測にैػۭ
ϯδニア。͔ͭͯϦオϯのग़向時にԻ
。༰ੵ計ɾମੵ計の։ൃにؔΘΔࣜڹ



【VM-55】（2015年）
カラー液晶ディスプレイを備え、より現場で使いや
すく進化した振動レベル計。プログラムカードによ
り、振動の波形収録、1/3オクターブ実時間分析が
3方向の受感軸で同時処理可能。振動測定マニュ
アルに沿う計測にも対応。
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昭和の時代、成長する経済とともに社会問題化したのは騒音や振
動による公害。このような時代の要請によって生まれたのが、振動
レベル計であった。今回は、リオンが長年開発を続ける振動レベ
ル計に着目し、計測器開発に詳しいリオンスタッフとともにその歴
史をひもといていく。

「人が感じる振動」に
 寄り添うために 。

HISTORY OF TECHNOLOGY

振動レベル計第四回　

リオンの技術史

取材・文 /石川玲子
撮影/赤羽 佑樹
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ৼಈϨϕル計։発のᴈ໌ظ

ɹ19��年にެ対جࡦ本๏が੍ఆされ、大気Ԛછ、ਫ࣭Ԛ、Ԛ

છ、൫Լ、ѱषに加え騒音とৼ動がయެ�ܕにࢦఆされた。当࣌

はまだ、ৼ動の測ఆج४やධ価ࢦඪが౷一化されていなかった。స機

が๚れたのは 19��年。当࣌のڥிが中心となって多くのௐࠪと研究

が進められ、कాӫ先生をはじめ、ా࣌อ先生やेޒཛྷण一先生ら、

খྛ理ֶ研究所ʢリオンの設ཱ体ʣのݙߩによって、+*4 $ 1�10 ৼ動

Ϩϕル計、+*4 ; ��3�ৼ動Ϩϕル測ఆํ๏が֨ن化された。それによっ

てリオンがৼ動Ϩϕル計の製品開発にいちૣく取り組むことができた。

一ൠ的なৼ動計ʢ加センサʣはৼ動の大きさやपظ的ม化を物理

ྔとしてࢉ出するのに対し、ৼ動Ϩϕル計は測ఆしたৼ動に人体のৼ動

感֮をֻけ߹わせて「ৼ動Ϩϕル-Wʢ୯ҐE#ʣ」として数値化するのが

ಛである。

ɹৼ動Ϩϕル計の開発に携わったスタッϑにྺ࢙をった。「ৼ動Ϩϕ

ル計は半ੈلほど前に、社会ڥをഎܠとして本で開発され、ੈ 界に

先ۦけて製品性能が本࢈業ن ʢ֨ +*4ʣで੍ఆされました。測ఆ器や

ධ価ํ๏、ج४や限値がৼ動੍ن๏にఆめられ、ಛఆ計ྔ器として

計ྔ๏にも取り入れられています。その製品開発とීٴにリオンが当ॳ

から関わり、先のํ々の技術や知見がडけ継がれ、ニーズにԊって進

化してきた製品です。」

世界にӨڹをٴ΅したϦΦϯの技術とࢥ

ɹৼ動ެに向けたৼ動計として 19��年に「ެ用ৼ動計7.�12」が

ൢചされた。ৼ動の感֮ಛ性をඋえるが、ؒ࣌重みけಛ性に'BTU、

4MPXをࡌするほか、の୯Ґも有していた。19�� 年にリリースさ

れた「7.�1�#」は、ه೦すべきࣜܕঝೝୈ一号、本࢈業֨نにద߹

するৼ動Ϩϕル計である。Ԗ、ਫฏ3ํ向のड感࣠を持ち、人ؒのৼ

動感֮ᮢ値をԼ回る 30 E#からの測ఆを可能とした機छである。

「本で 19�� 年に+*4 $ 1�10h ৼ動Ϩϕル計 がɦ੍ఆされています。ࠃ

際的にはその 2年前の 19�� 年に*40 2�31「全身ৼ動のධ価ํ๏」が

੍ఆされていますが、このྺ࢙において、本の研究者や関者たちの

それまでの研究果がւ外でධ価され、ࠃ際ඪ४化機ߏʢ*40ʣ੍ ఆに

らしތしたと聞いています。ৼ動Ϩϕル計の開発に携われたことはݙߩ

い部分ですね。そのޙも、࣌の流れ、技術の進歩にԠじてリオンは、

ৼ動Ϩϕル計をண実に進化させてきています。」

ʲ7.��� ʢr����ʣ
振動ެௐࠪのたΊ、൫振動の測定をओతͱすΔ振
動計ͱしͯ։ൃ。ຊԻֶڹձでఏҊ͞Εた振動レベル
Ҋに沿ͬͯ֨ن ઃ計し、ਓମ感֮をྀߟしたの΄͔振
動、振動Ճをಡで͖Δ。測定Լݶ���E#。
振動レベル計のલ進。

ʲ7.���# ʢr����ʣ
ঝೝୈ1߸の振動レベル計。振動ϐοクアοプॏࣜܕ
͞���̶ఔの17��3。࠷େレベルϗールドػ能を備
えた。

ʲ7.��� ʢr����ʣ
Ԗ、ਫฏ3方向の同時測定を実現した振動レベル計。
3ͭのೖྗνϟϯωルを͓ͯͬ࣋り、3同時測定が
可能。͜ΕによりڑによΔ振動ݮਰが؍測可能。όο
ςϦー͓よͼަྲྀిݯ、ྲྀిݯの3ిݯ方ࣜ。
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࿇見 හ೭
ೖࣾҎདྷ͓よͦ��にり、ओに振動
計։ൃ、૽ Ի計։ൃにؔΘΔ。振動レ
ベル計7.��3/7.��3"、3軸振動計
7.���ͳͲの։ൃでॏཁͳׂをՌ
たした。現ࡏ、ඍཻࢠ計測ۀࣄث෦を
Μ͚ҾすΔ。

େ Լࢁ
ٕज़։ൃηϯター�։ൃ �ࣨԻڹ振
動計測ث։ൃグループ。૽ Ի計、振動計、
分析ثͳͲ、͞ ·͟·ͳ測定ث։ൃを
受͚͙ܧए͖։ൃ୲ऀ。*40�5$1���
4$��h ց振動ɾিܸのਓମ振動のػ
Өڹ ɦࠃҕһをΊΔ。

ɹそして、「7.�1�」では 3ํ向のड感࣠を持つৼ 動ϐックアップ

17��3 を接続し、3ํ向をಉ࣌に測ఆできる機छにม。࣍いで

「7.��1」では �ビットのϚイクロコンϐュータを࠾用し、දࣔではアナ

ログメータ以外にデジタルදࣔもࡌ、パソコンとのシリアル通信やプ

リンタҹࣈも可能とし、以 「߱デジタル化」を加させていく。

ɹ「7.��2��2" 」ではৼ動ϐックアップの接面による共ৼのվળに

向けてѹ電素子をؚめた全面վ良を実17��3。ࢪ とಉ感で重さを

半分以Լにしたখܕの17��3#を開発する。さらにؒ࣌測ఆの要ٻ

がߴまるなか、メϞリΧードに測ఆ値がهできるタイプも開発し、そ

のデータをパソコンで理するアプリέーションソϑトもリリースする。

これによりৼ動の測ఆが、連続したデータのࢹを可能としていく。

ɹそして「7.��3��3" 」ではৼ動ϐックアップにおけるѹ電素子の面

ਫ਼を向上させることでԹม化に対する҆ఆ性向上にޭした17�

�3$を開発。本体部に%41をࡌすることでデジタル信号処理やߴ

なԋࢉ処理によってৼ動Ϩϕル値の測ఆだけでなく、オプションプログ

ϥϜを用いることでޙ分析が可能な実ৼ動データのऩや1�3オクター

ϒ分析処理が測ఆとಉ࣌に可能となっている。「7.��3��3" 」の開発

当࣌をৼりฦった。

「お客様や市場の要ٻが何かを常に考えていました。現場のৼ動対ࡦに

は今ޙ分析がより身近に必要になると考え、ৼ動Ϩϕル計に液থデΟス

プϨイを 2 つࡌして分析ը面もಉ࣌にදࣔするようにしました。ま

た、ॅ ຽのۤの中には一に一そのࣄ象が出るか出ないかというも

のもあります。よりؒظの測ఆやهを実現し、そのৼ動のม化をパ

ソコン上で֬ೝし、ใやिใを作する理ソϑトΣアも手ֻけま

した。」

また 201�年には、+*4 $ 1�1�h ৼ動Ϩϕル計ʕ取Ҿまたはূ໌用 にɦ

ద߹するৼ動Ϩϕル計「7.���」をリリース。ৼ動Ϩϕルおよͼৼ動加

Ϩϕルのॠ࣌値やؒ࣌Ϩϕル、ؒ࣌ฏۉϨϕル、最大値ɾ最খ値

を 3ํ向ಉ࣌に測ఆできる機能をඋし、ਖਫ性能*1�� の性能を

持つ。

ɹさらにւ外の人体ৼ動に関するࠃ際�0�1 40*֨ن や*40 2�31 に向

けた「7.���」、*40 �0�1、%*/ ����9�1 にద߹する「7.���」といっ

た機छもॱ࣍リリース。ৼ動Ϩϕル計をϕースにし、ԋࢉ処理をมߋす

ることでւ外への対Ԡを実現している。

「ਓのํ͡ײ」をٻしଓ͚て

ɹリオンのৼ動Ϩϕル計のಛは、ৼ動ϐックアップ、本体部、アプリ

έーションソϑトΣアまで全て自社で開発ɾ製しているである。

ੈ界に先ۦけ「人が感じるৼ動」にணしてきたリーデΟングΧンパニー

ならではのݧܦが、他にはない強みの一つとして͛ڍられるだろう。ৼ

動Ϩϕル計開発のᴈ໌ظから現ࡏまで、ৼ動とはどのように知֮され、

どのように測ఆ器がޮ果的な計測、ධ価や対ࡦにܨがるかを常にࡧ。

この根本思想が、リオンにおけるこれからのৼ動Ϩϕル計開発において

も、市場や社会ڥをリードしていく力となって今ޙのৼ動Ϩϕル計の

開発にもडけ継がれていくだろう。

ʲ7.��� ʢr����ʣ
マイίϯが͞ࡌΕたॳの振動レベル計。ϝータにデ
δタルදࣔも備え、جຊੑ能ͱ使いやす͞をओཁ՝ͱ
しͯ։ൃしたϞデル。ύιίϯͱのγϦアル௨৴やઐ༻
のプϦϯタで測定のҹग़ྗも可能にͳͬた。

ʲ7.���" ʢr����ʣ
ϝϞϦカードʢ43".ʣػ能をॳΊͯࡌし、時間の
データがه録可能。େܕ液晶ディスプレイをࡌし、使
いউखのྑいػछ。1��3վਖ਼の計ྔ๏に対応。
ʢࣸਅ7.���ʣ

ʲ7.���" ʢr����ʣ
ϝϞϦカードʢ$'カードʣの࠾༻により、ظ間のデータ
録が可能。液晶ディスプレイを��ͭه ࡌし、分析ը໘、
レベル波形、ԋࢉͳͲのଟ࠼ͳදࣔが可能。デδタル
৴߸処理によりߴਫ਼化ߴ、 ҆定化を実現。
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まずは風間さんの業務内容から教
えてもらえますか？

 私の仕事は騒音計の開発です。
伝統的に作られてきた機器、技術を

継承しながらも新たな価値を足してい

く。過去から未来につながっていく製

品だと思っていますし、リオンの中で

も大きな事業のひとつですのでプレッ

シャーも大きいですね。具体的にはセ

ンシングにあたるマイクロホン、それ

を伝える電気回路、デジタル処理、こ

れを見える化するアプリケーション、

大きくはこれら 4 つの要素について研

究、開発しているのですが、4 つのパ

ワーバランス、コストバランスを検討

することも業務上、大きなテーマです。

優れた製品を作っても価格がものすご

く上がってしまえばビジネスとしては

成立しませんから。

これからの時代、騒音計開発にお
いて予想される変化については？

 以前、騒音計は「測る」もので、

言わば定規と同じでなくなるも
のではないという顧客の声を聞きま
した。しかし、顧客の需要も変わって

きています。有線であったものを無線

にしてより使いやすくしたり、インター

ネットに接続して新しい価値を生み出

したり。機器自体の金銭的コストはも

ちろん、作業コストも下がった方が喜

ばれるでしょう。そのようなニーズに対

応しながら私たちも変化していかなけ

ればならないと考えています。

矢口さんの業務はどのような内容
でしょうか？

 私は、主に半導体デバイス
開発の現場で使われる液中微粒子計

の研究開発に関わっています。半導体

デバイス自体がどんどん微細化の方向

に進んでいるのに伴い、微粒子計もよ

り小さな粒子を検出したいというニー

ズが高まっています。半導体デバイス

にはデザインルールといって言わば配

線の幅の規定があるのですが、これが

5 nm、7 nmといったレベルなんです。

一方で微粒子計は最先

端の機器でも計測可能

な最小の粒径が 20 nm

ですから、半導体開発

の現場に対応しきれて

いないと言えます。

これ からの 時 代、さ
らに微 細な粒子を計
測する必要に迫られ
るということになりま
すか？

 その通りです。ただし、半導体
の微細化はこのまま 1 nmレベルまで

進むとも言われていて、微粒子計測の

側としても微細化の方向を突き進ん

でいくだけでは 限界がくる ので、
別の方法を模索しているんです。ひと

つのアイデアとしては粒子を測定で

きないのなら、半導体開発の現場で

利用される液体は純水や薬液ですが、

この中の粒子を計 測するのではな

く、液体そのものの特性を管理して

いくという方法です。ただそのよう

なアイデアを具現化していくにはど

うすればいいか、方向が定まってい

るわけではありません。

液体自体を管理していく方向にシフ
トすれば半導体開発の現場で微粒
子計測の必要がなくなる可能性も？

 そうですね、不純物が存在し
えないような高度な液体の管
理ができれば、微粒子計測のニーズが
減少することはあるかもしれません。

でもそれは最先端の話であって、コス

ト的にそこまで高度な管理が難しい領

域では微粒子計測のニーズが当分、あ

りつづけると思ってはいます。要は需

要が多様化していくということです。

ところで、異なる分野の技術者同士
が意見を交わす場はリオンの中で
設定されているのですか？

 はい、社内では「横串活動」
なるものを定期的に開催しています。

私は 10年ほど信号処理に関わってき

たのですが、補聴器にしてもオージオ

メータにしても信号処理はどの製品に

も含まれる技術です。異なる観点から

互いの技術を知り、アイデアを出し合

うことはとても有意義です。ただ医療

機器や環境機器、微粒子計測器など、

リオンの事業は専門性が高く縦割り
で、それぞれが歴史を作ってきたと

いう背景もあります。これらを横串
でつなぐというのはなかなか
難しいことでもあるんです。どうす
れば異なる分野の技術者同士で知を

共有して新たな価値を生むことがで

きるかと考えた時、まずは「共通理解
風間 亮介
技術開発センター 製品開発室 音響振動計
測器開発グループ。環境計量士（騒音・振動）。
2011年入社以来、音響振動関連の計測器開
発に関わる。

ミライの技術、  　ミライのリオン
FUTURE TALK SESSION
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を持つこと」だと思っています。つま

り相手の業務、課題に対して積極的
に関心を持つ、理解するという姿
勢です。

 本当にその通りだと感じます。
交流の一歩として横串活動があると思

うんですが、これから先は、組織と個

人、それぞれでどう交流していくかを

考え、意識改革していく必要があり
ます。現状、電気系とかセンシングと

か解析といった機能毎に横串活動が始

まってきました。でもただ参加して話を

聞くだけではなく、互いの話をきちんと

理解できる状態にまで持っていく必要

があるでしょう。リオン全体で見れば、

それぞれの技術を共有することは
非常に重要で、たとえば微粒子計の設

計であればセンシングの部分は他セク

ションとなかなか共有できない技術が

多いですが、その先の電気回路やデジ

タル処理といった分野では良いアイデ

アを共有できるんじゃないかと感じて

います。実際、微粒子計では最近導入

した技術が、騒音計の分野ではかなり

前から利用されていたということがあ

りました。ただこうした知識の共有は、

組織任せでも個人任せでも上手くい

かないと思っていて、どうすればこの

共有を推し進めて行けるか、組織も個

人も良く考える必要があります。

 縦割りの中でやるべきことがも
ちろんたくさんある中で、横の連携を

取っていくのはなかなか難しいです。

私は身の回りのエンジニアに「サバ
イバル力」が大切だとよく言うんで
すが、これには色々な意味を込めて

いて、知らないことを知ることに貪欲

であるとか、そのために勉強を継続

する根気や体力であるとか。さらに

は自分の「枠外」への興味を持つこと

です。デジタルの信号処理に関わっ

ていてもアナログ回路に興味を持つ

とか、社内で開発を続けていても外

へ出て顧客の要望に関心を持つとか。

自分の枠をここまでと決めてしまえ

ばそこが限界になってしまいます。

そのようなサバイバル力を発揮する
とどんな未来が見えてきますか？

 リオン社内でよく言われている

のが「つながる」というキーワード。
たとえば、もともとある製品とパソコ

ンとをつないでひとつのソリューション

にしていくように、ある製品や技術を関

わりのなかった分野に持っていき、これ

まで知らなかった世界とつながっ
ていくということも有益でしょう。音
をセンシングして見える化する製品を

開発するのが今の業務ですが、

音の見える化と全く別の分野

の見える化がつながることに

よって、新しい価値を生
むという可能性もあると思
います。

 リオンでは多様なセンサーを
作っているわけですからこれらを様々

な場所に設置し、そこから得られた結

果をビッグデータとして解析して新し

い価値を生む。抽象的ですがそんな

ことがリオンで実現できればとても面

白いと思います。個人的には微粒子
計測の世界と音関係の技術を
コラボさせて何か新しいことをやっ
てみたいと考えています。現状、半導

体デバイス市場がビジネスのメイン

ターゲットになっていますが、将来的

にはリスク分散を考えなくてはなりま

せん。リオンの技術者は、必死に新
しい分野を模索していかなければ
なりません。

 そうですね、そのためには当た
り前のことかもしれませんが、顧客と

接したらニーズを汲み取ってそれを具

体的な形にしていくことは未来におい

ても大切です。顧客が困っていること

をひた向きに解決していく。技術の
本質はそこにあるわけじゃないです
か。顧客がこうしたいと思っているな

ら、なるほど、じゃあこのような機器、

仕組みを作るのでぜひ使ってみてくだ

さいと。社会が多様化してニーズも多

様化するわけですからリオンのやるべ

きことはどんどん増えてくるはずです。

自分としても会社としても枠に囚われ

ず、自由な発想で理想を形にしていく

という気持ちが必要だと思います。

ありがとうございました。

矢口 博彬
技術開発センター 要素技術開発室 微粒子セ
ンサー開発グループ。2013年入社以来、生
物粒子計数機の研究開発に関わり、2019年
からは液中微粒子計測の分野に没頭する。

ミライの技術、  　ミライのリオン
FUTURE TALK SESSION中堅エンジニアたちのトークセッション

騒音計測、微粒子計測の分野で活躍する二人の中堅技術者が、
未来の技術やリオンの未来について議論。最先端の現場から
考察する未来の展望とは？
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補聴器の専門知識を有する
「認定補聴器技能者」が多数在籍するリオネットセンター新宿。
人々の「聞こえ」を最前線で支える専門店のエキスパートにインタビュー。

はま 「ͣແྉお貸出し੍度」をར用いた
だいている。
「お客様の中には、音は聞こえるのだけ
れどݴ༿としては聞き取りづらいという
方もいらっしΌいます。それはڇとい
う内耳の感֮器のਰえによってىこる
のですが、ݴ༿がったように聞こえて
しまう。残೦ながらそれを補聴器でվળ
するにはݶքがあるので、そういったこ
ともؚめてお試しظ間をઃけています」
　家ఉや仕事場など、普段の生׆環境
で使用しながら、�ि間〜��日おきに
来店してもらい、フィッティングを繰り返
す。高い性能の補聴器はेສԁとܾ
して҆いものではないので、購入ر望者
にとっても҆心の੍度だ。

ʮฉ͜ ʯ͑のΤΩεύーτがৗற

　ҩྍ機ؔから補聴器をਪされた顧
客には、まͣどんな目的で補聴器を試し
てみたいと思ったのかなどをカウンセリン
グする。࣍に、一人一人にదした補聴器
を提案するために聴ྗଌ定だけでなく、
からお؍༿の聞き取りなど様々なݴ
客様の聞こえをௐる。そして、顧客の
聞こえのঢ়ଶや生׆スタイルなどから補
聴器を選ͼフィッティングする。その際、
様々な音を聞きながら聞こえのঢ়ଶや装
用感を֬認。補聴器を着けたঢ়ଶでも
的に؍度聞こえをଌ定することで、ओ࠶

҆৺のʮແྉ͓ିग़੍͠ʯで
ෑډをԼ͛Δ

「リオωットセンター৽॓のׂは大きく
分けてೋつあります。一つは店ฮでの補
聴器販売ɾम理などの顧客ରԠ、もう
一つはපӃの補聴器外来で、補聴器を
お試しいただくお手いをすることです。
店ฮでのम理にؔしては、専門スタッフ
が �໊ৗறしており、؆୯なम理であれ
ば �時間΄どでྃします。一ൠ的
に補聴器のम理は �ि間近くかかるの
で、近ྡのデύートでお買いをしてい
る間にम理をࡁますことができるのはར
便性が良いと、多くのお客様にご׆用い
ただいています」と話すのは所長のӿᖒ
ব。リオンに 3�年Ҏ上ۈଓし、長年
「聞こえ」に向き合ってきたエΩスύート
だ。コロナ禍લは一日に���人近く来客
があったという。
「当店は、ج本的に補聴器を購入するલ
に耳ඓҺՊҩのडをおئいしてい
ます。聴の原因によってはྍ࣏可能な
場合もあるので、அをडけて補聴器が
దԠとஅされた方にご来店いただいて
います。初めて来店された場合、相談か
ら補聴器の試聴までの所用時間は �時
間から�時間程度。ଌ定やフィッティ
ングʢௐʣを終えた上でお客様に合っ
た補聴器を�ヶ月程度お貸出しし、その
上で購入をܾめていただきます。補聴器
を購入するまでの間はج本的にඅ用はい
ただいておりません」
　補聴器を初めて着けると自分のや、
ᄇ
㆝㆗㇃ㆎ

ᅣ音、ࡶ音がうるさいなどのわͣらわし
さが出ることがあるため、購入ر望者に

も客؍的にも補聴器のޮ果を֬認する
ことができる。
「補聴器をご提案する際に一൪重要なの
がlフィッティングzです。ࡶ音一つでも
お客様それぞれ感じ方がҧうので、カウ
ンセリングをしながらお客様にとってշ
దな聞こえになるようにフィッティングす
ることが大切なんです。当店では、ࢲを
ؚめた��໊の認定補聴器技能者が、お
客様をしっかりとαポートしています」
　認定補聴器技能者の資格を取るため
には、補聴器のి気的性࣭や音ڹ的知
識、フィッティング理、ҩ学的知識、
ؔ࿈๏نなど多ذにわたる分を4
年かけて学ͼ、認定試ݧに合格する必
要がある。日本において補聴器のプロ
フΣッショナルがこれだけࡏ੶している
店ฮはଞにない。
「店内も と々したઃܭにしており、ݸ
ࣨのϒースで聞こえのお悩みをじっくり
おいできます。զ々がαイバーϒース
とݺんでいる3つのࣨݸでは大ը面の
モニタをઃஔしており、家族の方も一緒
に補聴器のことを理ղしていただけるよ
うに配ྀしています」

リオωットセンター৽॓、୳๚

ӿᖒ ব
ҩྍۀࣄثػ෦�Ӧۀ෦�Ϧオωοτη
ϯター。1��1ೖࣾ。ิௌث՝
で11ิௌثのにܞΘり、ͦ の
ث現৬。ʮิௌͯܦͳͲをۀපӃӦޙ
のઐళෑډがߴいͱ感͡ΒΕΔ方
がଟいので、આ໌やϑィοςィϯグ、ア
ϑターϝϯςφϯスͳͲશͯに͓いͯ
͓٬༷に͝ຬいたͩくたΊにʑ
Ίͯい·すʯ

߹ࣨ
ళۭߓのラϯδや
ϗςルのロϏーをイϝー
δしたઃ計でډ৺のྑ
͞を3。ٻのେܕϞ
ニタにम理ঢ়گ、ళฮ
৽ใ、ςレϏ൪が࠷
ө͞Ε、շదにա͝す͜
ͱがで͖Δ。

ೝ定ิௌثઐళʮϦ
オωοτηϯター৽
॓ʯ、ੈ քॳのデδ
タルิௌثを։ൃし
たϦオϯࣜגձࣾの
Ӧళ。৽॓Ӻ、ʑ
Ӻ͔Βͱもにెา�
分ͱいうརศੑのྑい
ཱもັྗ。

ೝఆิௌثઐళ「ϦΦωοτηϯλʔ新॓」
1��1に౦ژɾਆాにオープϯ。1���に৽॓にҠసし、
����にچళฮۙྡに৽オープϯ。ิௌثのʮແྉ͓ିग़
し੍ʯやิௌثのޮՌ測定ͳͲ、ҩྍؔػͱ࿈ܞしͳがΒ
ੈلҎ্にΘたり、ฉ͜えにؔすΔΈに応えଓ͚ͯいΔ。

人々の「聞こえ」を支える最前線SPECIAL REPORT
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取ࡐɾจ �横  ా可ಸ

丁寧なカウンセリングで
個々に合わせた補聴器を提案

　入社6年目の福田奏子は今年の春に
晴れて認定補聴器技能者の資格を取
得。顧客に寄り添った細やかな接客で
成果を上げている。
「知識面、技術面、どちらも普段の業務
の中で学ぶことが本当に多いので、日々
勉強です。お客様の聞こえのお悩みも
様々なので、カウンセリングの時間を丁
寧に、大切にすることを心がけています」
　家族とのコミュニケーションが取りづ
らい、仕事中の重要な会議の内容が聞き
取りづらい、俳句やギターなどお稽古事
の際に先生の話が聞き取りづらいなど、
補聴器を求める人の聞こえの悩みは実
に様々だ。カウンセリングの際、福田は
「聞こえ方」の具体的なお悩みやご要望
を丁寧に聞き取る。
「コロナ禍で外出の機会が減ってしまい、
コミュニケーションを億劫に思われてい
る一人暮らしの年配の方もいます。そう
いった方々に補聴器を着けていただくこ
とで少しでも人と繋がれたり、会話をす
ることを楽しんだりしてもらえたら嬉しい
ですね」
　補聴器の種類は大きく分けて、耳の穴
に収まる「耳あな型」、耳の後ろにかける
「耳かけ型」、ポケットに入れたり首から
下げたりして使う「ポケット型」の 3種類。
それぞれにデザインや機能の異なるバリ
エーションがあり、試聴やフィッティン
グを繰り返しながら顧客に合った補聴
器を提案する。
「騒がしい環境下での会話を重視したい、

音にメリハリをつけて聞こえの向上を図
りたいなど、お客様の要望をかなえるた
めの様々な機能を持った補聴器を揃えて
います。最近では既製品ではなく一人一
人の耳の形に合わせてつくる耳あな型の
オーダーメイドタイプを選ばれる方も増え
ましたね。目立ちにくさはもちろんですが、
自分の耳にぴったり合う自然な装用感や、
鼓膜に近い場所に収まるので耳本来の自
然な聞こえを可能にするので人気があり
ます。また、コロナ禍では補聴器を着け
ているとマスクの着け外しが不便という理
由から、耳かけ型から耳あな型に買い替
える方も増えました」

補聴器が家族の絆を
取り戻すツールに

　オンライン授業やリモートワークが増
えたことで補聴器の「聞こえ」のフィッティ
ングの相談も増えた。販売して終わり、
ではなく販売後のアフターケアも大切だ。
「購入されたお客様には、クリーニングや
メンテナンスなどでだいたい 3〜 4ヶ月
に一度ご来店いただいています。もちろ
んお客様のご負担にならない程度にで
すが。補聴器を長く使っていると、買い
替えのご提案やその後のアフターケアも
必要です。お客様とは長いお付き合い
になりますので家族の一員になった気持
ちで接しています」

　たくさんの顧客と接する中で、心に残
る感動的なエピソードも蓄積されていく。
「お年を召した女性のお客様のお話で
すが、最初に当店にいらしたきっかけが
タクシーの運転手さんの紹介だったこと
があったんです。最近耳が聞こえにくい
という話をタクシーの中でされたそうで、
タクシーの運転手さんからこの近くに補
聴器専門店があると聞いて来てくださっ
たんです。その日は補聴器を貸出した
のですが、もし購入するとしたら高額な
ものなのでご家族の方に相談されること
をお勧めしました。しかし、娘さんとの
仲があまり良くないということだったんで
すね。会話がしづらいことも原因だった
ようです。その後、補聴器を購入してい
ただいたのですが、ある日アフターケア
で娘さんと一緒に来店してくださったん
です。会話がスムーズになることで心を
繋げることもできる。補聴器というツー
ルが家族の絆を取り戻すきっかけにもな
るって素敵なことだなと感じました」

  ా子
ҩྍۀࣄثػ෦�Ӧۀ෦�Ϧオωοτη
ϯター。��1�ೖࣾ。Ϧオωοτηϯ
ター৽॓で٬ސにدりఴͬた٬ス
タイルでՌを্͛ͯいΔ。ʮฉ͜え
のίϛュニέーγϣϯの͛に
ͳͬͯし·うので、ิ ௌثがもͬͱೃ
છΈの͋ΔイϝーδにͳΔようΊͯ
い͖たいですʯ

૬ஊϒʔε
ళに �ͭの૬ஊブースをઃஔ。དྷళਓに߹
Θͤた͞·͟·ͳ͞のブースを༻ҙし͓ͯり、Ո
ͳͲでདྷళ͞Εた͓٬༷にେը໘Ϟニタの͋
Δαイόーブースで応対。

म理ࣨ
ิௌثの෦·でख़したઐスタοϑがৗற。
で֬ೝで͖ͳいࡉ෦のԚΕ͔ΒΘ͔ͣͳԻのม
化·でもݟൈくߴͳスΩルでଈ対応も可能。

測ఆࣨ
ௌྗ測定やิௌثのޮՌ測定ີด͞ΕたԻࣨ
でߦう。Ϧラοクスしͯ測定がで͖Δよう、スϖース
をくऔり、Ώͬたりͱしたۭ間に。

生׆音をݱ࠶する「ڥγϛϡϨʔλ」
ళにいͳがΒ͞·͟·ͳڥԻをٖࣅମݧで͖Δʮڥγ
ϛュレータʯを備。ಓ࿏ɾӺɾंのதɾ٤ళͳͲશ��छྨ
のԻݯを使༻し、ิ ௌثのػछ͝ͱのੑ能ࠩや、ยࣖ༻ͱ྆
ࣖ༻のҧいを、ิ ௌߪثೖલにࢼす͜ͱがで͖Δ。
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ճの๚ઌࠓ � ձࣜג  ࣾԞଜɹ技術ڀݚॴ
の巻「音の聴こえ方」を探る

見ฉʂ ϦΦϯのとͻとͼとのΒし

14

なんだか物憂げならラビコ。「将来」について
夢想するうち、「快適な室内環境」について研
究を続ける奥村組さんへ向かうことに。さて、
どんなお話が聞けるのでしょうか？

ॴڀݚձࣾ Ԟଜɹ技術ࣜג

1���ۀのྺ࢙͋Δݐઃձ ʮࣾԞ
ଜʯ。ઌ進తͳऔりΈでշదͳࣨ
ڥにͭいͯଟ֯తにڀݚをॏͶΔ
ٕज़ڀݚॴで、ݐのԻڥを
ௌすΔ͜ͱがで͖ΔʮԻࢼ、現し࠶
プレθϯςーγϣϯγスςムʯを։ൃڥ
した。ަ௨૽Իやۭௐઃ備にىҼすΔ
ࣨ૽ԻͳͲ、༷ ʑͳԻݯに対すΔः
Իੑ能の΄͔、ࣨ でੜ͡ΔԻの͖ڹ
方ͳͲ、ݐのઃ計ஈ֊でྀߟす͖
Իڥを࠶現、ࢼௌすΔ͜ͱがで͖Δ
γスςムͩ。ຊγスςムշదͳࣨ
くりを実現すΔ্でॏཁͳׂͮڥ
をՌたしͯいΔ。

ϚンΨɿ多ຎ

ਫ਼ີ૽音計 /"���

Ϧオϯの૽Ի計、շదͳࣨڥのߏ
ஙにେ͖くݙߩすΔ。ਫ਼ີ૽Ի計ʮ/"�
��ʯオクターブόϯドͱ1/3オクターブ
όϯドの同時分析が可能。64#ଓに
よりຊମをϦムーόブルディスクͱしͯ
ೝࣝすΔػ能も備えΔ。ݐஙԻڹカード
ʮ/9���#"ʯを使༻すΕ、ݐஙの
Ի、চিܸԻःஅੑ能測定ͳͲをؾۭ
؆ศにߦう͜ͱもで͖Δ。
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ͱ͍͑ম͖ʂࠃؖ
ελοϑΈΜͳম͖͕େ͖ɻ

ܠಓʹ͋ΔΦϑΟεपลの෩ـژ

ຽଏଜʯɻࠃεϙοτʮؖޫ؍のؾಓʹ͋Δਓـژ
өըυϥϚのϩέͰར༻͞ΕΔॴͩɻ

େのςーϚύーΫͱͯ͠ΒΕΔʮΤόーϥンυʯ࠷ࠃؖ
ـژಓʹ͋Δɻ

韓国

北朝鮮

ソウル

京畿道

釜山

済州島

　1��8年にSR5ecIという会社が立ͪ上が

り、84 年からリオンとの関が始まりました。

、Ճしたのは2011年ですがࢀがSR5ecIにࢲ

会社としてはもう30年近く、ؖ でリオンࠃ

の製品をൢചしていることになります。ѻっ

ているのはリオンの૽音ɾ振動分野の製品。

の機ࠃ関࿈のίンサルタントやڥ٬はސ

関、ܯなどからଟ様な一ൠۀاまで。ιウ

ルからंで30 分のـژಓというॴをڌ

点に、ؖ 活動をۀશҬをकඋൣғとしてӦࠃ

行っています。ؖࠃでどの程度、リオンという

ϒランυが認知されているかと言えば、個人

的見解では�0� 程度でしΐうか。それほど

૽音振動の関ऀの中ではリオンの品質の

ྑさが知られていて、ൢ ച活動においてもε

Ϝーズに進められる合がଟいです。ࢲもリ

オンのϋイレϕルな品質にはೲಘしていて、

の会社ではリオン以外の製品をൢചしていࢲ

ません。N-�42やN-�52といったओ力の૽

音計はؖࠃでも高いධՁをಘていて、これら

の製品はマーέットの中でもඇৗにྑいϙジ

ションを֫ಘしていると感じています。Ӧۀ

活動を通じてಘた٬ސのχーズは日ຊのリオ

ン関ऀにϑィーυバックし、ਝにվྑ

とつな͛ていただいている点にも満してい

ます。これからはさらなるܰ量化、そしてωッ

トや1$にσータをૹ৴する機能がٻめられ

るでしΐう。このようなվྑにもリオンの技

術ऀには期しているとこΖです。

でのビジωεの特徴についておしまࠃؖ　

すと、大きなとして、৽しいํをݕ౼す

ることに᪳しないという点が͛ڍられるで

しΐう。これまでの手๏のଥ当性をৗに確認

し、よりよいํ๏にアッϓσートしようとする

ҙ識が高く、৽しい機器のಋ入などにもੵۃ

的なέーεがଟい。そのようなࢢڥもࢲ

にとってい෩です。ؖࠃの関֤ॴにはリ

オンの素晴らしい製品をどんどんಋ入してい

ただいて、よりよい社会の構ஙに少しでもߩ

。できればと考えていますݙ

でも૽音が৭々なとこΖでとなっࠃؖ　

ており、૽ 音計が活༂するがどんどん૿え

ていくのではないかと感じているとこΖです。　

今はίロナのӨڹで直接、٬ސと会う機会が

少なくなっていますが、オンラインによってリ

オンの製品をどうϓロϞーションしていくかを

中です。製品の使いํなどオンラインで౼ݕ

ఏڙできるใはଟく、٬ސとの関を強ݻ

にしていくためにもこうしたऔり組みはੵۃ

的に࠾り入れていきたいですね。

　日ຊのリオンຊ社には何度も行ったことが

あり、ࠃ分ࣉには近感も感じています。リ

オンのํ々ともྑ好な関を持ଓできていま

すし、製品のվྑにも大変満しています。

これからもը期的な製品のリリーεを期し

ています。

韓国編
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韓国市場の声を日本にフィードバックし、
新たな製品開発、より良い社会の構築に
貢献したい。

νΣɾδϡϯϤϯ $IPJ +VO :PVOH
૽。ॅࡏಓـژ、ɾιルੜ·Εࠃؖ
Ի、振動ؔ࿈のをؖࠃでൢചす
Δʮ435FDIʯࣾ ʢؖࠃʣද。ؖࠃશ
Ҭにωοτϫークを༗し、ؖ でもࠃ
༗のൢثػڥച理ళͱしͯΒ
ΕΔ。ೋਓのࢠͲもͱ時間をա͝すの
がԼのझຯ。

海外で働くリオンのスタッフやパートーナーによる、
現地の仕事や暮らしについてのレポート。
異国でリオンがどのように貢献しているのか、
かの地での暮らしぶりはどのようなものなのかなどを、
毎号、リレー方式で紹介していく。

FROM OVERSEAS 

S3Tech Ͱಇؒͨͪ͘ͱه೦ࣸਅ

　白ੴ二
つ͗ͻと

人は、もう15年ほど、ࠃ分ࣉの子ど

もたͪにバレーボールをڭえている。地ݩの

でಜを「十小リトルϑΝイターズࣉ分ࠃ」

めているのだ。「以લはࢲの່がこのຽ間ク

ラϒでशっていたこともあり、ࢲもԠ援という

ことでνーϜの手いとしてࢀՃするように

なりました。とこΖがಜがٸにいなくなっ

てしまったり、子どもたͪの数がݮったりして、

クラϒの存ଓ自ମがةͿまれる状況になって

しまった。そんなときಜをやらないかとお

༠いをいただいて。リトルϑΝイターズはྺ

が長く、౷のあるクラϒです。これをઈ࢙

やしてはいけないという思いでҾきडけまし

た。ใुӠ々のも出ましたが、「डけऔれ

ません」とࣙݻしました。クラϒからおۚを

もらうと、関がおかしくなってしまう。まっ

とうに子どもたͪとき合うため、そこはৡれ

ませんでした。おか͛で変なしがらみもあり

ませんし、楽しくશ力ٿできています」そん

なܦҢで、自分の子どもがクラϒをଔۀした

後もಜをଓけることに。ݱ在はि二回の

࿅शのうͪ、土༵日の࿅शに指ಋऀとして駆

けつけている。

　リオンがຊ社をஔくࠃ分ࣉ近ลは、࣮ は知

られ͟るバレーボールԦࠃでもある。かつて

は日ຊ有数のクラϒである「日立製作ॴଂ

工バレーボールνーϜ」が小ฏࢢで活動を

ଓけていたこともあり、子どもたͪからの

高い人気は今でも݈在だ。だが、定期的に活

動できるクラϒはそうଟくない。白ੴは、バ

レーボールのಜというܗで少しでも地Ҭに

できればとにこやかにす。「リオンでݙߩ

は地Ҭにݙߩするऔり組みとして、秋にはམ

ͪ葉のਗ਼、ౙにはઇかきなどを社һで行っ

ています。いつもおੈになっているொです

からね。৭々なܦҢがあってಜを始めまし

たが、結果としてバレーボールをϓレーしたい

子どもたͪの笑إにつながっているなら、ࢲ

もうれしいですよね」

　リオン入社後す͙に大ࡕでۈした後、ࠃ

分ࣉຊ社配属となった白ੴ。ࠃ分ࣉの魅

力をこうす。「大ࡕではとてもやかなொ

にॅんでいました。ࠃ分ࣉにॅむようになっ

て、もଟく、ാやࣉ社などもあってとてもの

んびりとしているงғ気が気に入っています。

そのようなڥでҭつ子どもたͪはやっͺり

伸び伸びと݈߁的ですし、ࠃ分ࣉでらすリ

オンの社һもせかせかしていないというか、

地にがணいているというか、མͪணいた性

֨の人がଟいですよね。ࠃ分ࣉというொだか

らこそ、研究や開発にじっくりとଧͪࠐめるの

だと思います」

　そんなࠃ分ࣉのொでຖिのように小学生

たͪを指ಋする白ੴ。これからもまだまだ

ಜとして子どもたͪと一ॹにを流したいと

笑う。「子どもたͪの成長ってຊ当に人それͧ

れ。い子もいればૣい子もいる。でも、成

長がいからといって上手くならないわけで

はܾしてない。最初は上手くできなくても、

きͪんと࿅शをଓけてびっくりするくらい上

ୡする子だっているんですよ。そのような子

どもたͪのؤுりを見て、ࢲもݩ気をもらっ

ています」

伝統あるバレーボールクラブの存続に一役買いたい
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ホームタウン！

ɹࠓճのςʔϚ

［バレーボールを通じて
地域貢献！］

OUR FAVORITE TOWN KOKUBUNJI　リオンのスタッフがナビゲート 

ブラリ、国分寺巡り
リオンのホームタウン・国分寺を個性豊かなスタッフがリレー形式で紹介する連載企画。
第四回は 、この町で長年、子どもたちのバレーボールチーム監督を務めているスタッフを直撃。
スポーツを通じて、地域を元気にする取り組みにフォーカス！

国分寺市立第十小学校
ϦτルϑΝイターζのओͳ࿅श場。νーム
͜のখֶߍにݶΒͣଞ͔ߍΒのೖ෦も受͚
ೖΕͯいΔ。ࠃ分ࣉの΄΅தԝにҐஔし、
ؓ੩ͳॅ֗ͱಓにғ·ΕたのͲ͔ͳロ
έーγϣϯがҹత。

My Favorite

നੴ ೋਓ
ങ՝。֤ηクߪ�෦ࡐࢿ�ըຊ෦اӦܦ
γϣϯͱ࿈ܞをऔりͳがΒඞཁࢿͳ
ͲをௐୡすΔࣄにैࣄ。Ϧオϯの
தでثػをࢧえΔΤΩスύー
τͩ。

⁞

 

⁞毎ि༵はνーϜのࢦ導。もともとはサッΧーのプϨイϠー
だったが、いつのؒにかバϨーϘールのࢦ導者になってしまった
とসう白ੴ。
 白ੴがಜを務めるࠃ分ेࣉখリトルϑΝイターズはྺ࢙あ
るクϥϒ。一࣌は部һのݮগでଘ続がةͿまれたが、白ੴたち
が中心となりཱてした。現ࡏνーϜは1�人でݩ気に活動中。



4つのウェブサイトをオープンつのウェブサイトをオープン

リオネットิௌ器ϒϥンドサ
イトをリニューアルެ開。シ
ニアੈもスϚートϑΥンな
どで気ܰにใऩूできる
となり、多様化するӾཡ࣌
に対Ԡするため、感ڥ
的にイメージしやすいϨイア
トに。製品ࡧݕ機能をよ
りॆ実させるとともに、現ࡏ
から最دりのൢചళを؆
୯にࡧݕできるళฮࡧݕ機
能などを導入しました。

ϦΦωοτิௌثϒラϯυサイτ

ิௌൢثചళ༻サイτɹ「ϦΦωοτ ηʔルεϙʔτ」
ิௌ器のൢച業務を૯߹的にサϙートするプロϑΣッショ
ナルઐ用サイトとしてެ開。業務に必要なใをࡧݕ機能
でタイϜリーに取得し、Ϛイリスト機能によるอଘɾ࠶利用
といったサイクルで々のൢച業務をよりԁに行うことが
可能です。

リオンの［活動報告］
研究発表/解説記事等

˕ શิࠃௌൢثചళڠձػ関ࢽ �'*55*/(�	���߸
ʦ2022年1݄ʧ
ɾイϠϗンについて

स࢙ ڮ考	リオン

˕ の未来をඳくγϯϙδϜʦ2022年1݄2�ɹオンϥインʧࣉ分ࠃ

ɾグリーンϥイϑ最前ઢʂࠃ分ࣉのਫとみどりを未来へつな͝う�
一 	リオン
、大ڮ ༐و	リオン

リオン	ສ७ ؛ࢁ、

˕ ࣗಈं技術ձɹ音質ධ価技術෦ҕһձγϯϙδϜʦ2022年2݄�ɹオンϥインʧ
ɾ8(3 活動ใࠂ � デΟーθルंの音࣭ධ価ʢ最ऴใʣʕϥドネスとシϟープネスのؒ࣌ม化をう೩ম音のओ؍ධ価と考ʕ

中ౡ و߁	リオン

˕本音ֶڹձ����य़ڀݚق発දձʦ2022年3݄9ʙ 11ɹオンϥインʧ

ɾコロナՒにおけるิௌ器用者の困り͝とٴͼௐ向
Ӭ さえɼय़  ాஐึɼࡉ野 ࢬඒ	リオン


ɾิௌ器用者のૌえとิௌ器ϑΟッςΟングの関
य़  ాஐึɼӬ さえɼࡉ野 ࢬඒ	リオン


展示会・学会ɹ  ҩ  ҩྍ機器関連 ɹ     ɹ ڥ機器関連ɹ 微  微粒子計測器関連ɹɹɹɹ  ɹ ʢ今ޙの社会勢により、出ల見߹わせになる場߹があります。ʣ

ҩ ୈ���ճ本ࣖඓҺՊ಄ᰍ෦֎Պֶձ ૯ձŋֶ術ߨԋձɹซઃۀاలࣔ
ʦ2022年�݄2�ʙ2�、ਆށϙートϐアϗςルɾਆࠃށ際会ٞ場ʢฌݝݿʣʧɹIUUQT���XXX�DPOHSF�DP�KQ�KJCJLB123�JOEFY�IUNM

 本૽音੍ֶޚձ����य़ڀݚق発දձ
ʦ2022年�݄21、オンϥインʧɹIUUQT���XXX�JODF�K�PS�KQ�SFDJUBM

 ୈ��ճڥ測ఆ技術ྫࣄ発දձ
 ʦ2022年�݄2�、大࢈ࡕ業ؗʧɹIUUQ���XXX�EBJLBOLZP�HS�KQ�UPQJDT2�2021091301�QEG

 ࣗಈं技術లɿਓとくるまのςΫϊϩδʔల���� ԣ
 ʦ2022年�݄2�ʙ2�、パシϑΟコ横ʧɹIUUQT���BFF�FYQP�JOGP�KTBF�PS�KQ�KB�

 ࣗಈं技術లɿਓとくるまのςΫϊϩδʔల���� ໊ ݹ
 ʦ2022年�݄29ʙ �݄1、ϙートメッセな͝やʧɹIUUQT���BFF�FYQP�JOGP�KTBF�PS�KQ�KB�OBHPZB�

微 4&.*$0/ 8FTU ����
ʦ2022年�݄12�1�、サンϑϥンシスコ	ถࠃ
ʧɹIUUQT���XXX�TFNJDPOXFTU�PSH�

微 ୈ��ճイϯλʔϑΣοΫεδϟύϯ
ʦ2022年�݄13�1�、౦ژビッグサイト	౦ژ
ʧɹIUUQT���XXX�JOUFSQIFY�KQ� 

セミナー

当社では、音ڹɾৼ動に関するセϛナーを全֤ࠃで開࠵しています。
Σϒサイトでは開࠵や会場、プログϥϜなどৄࡉが֬ೝできます。

https://svmeas.rion.co.jp/event/all
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ิௌثϢʔβʔ͚サイτ
「Ϛイ ϦΦωοτ」

ิௌ器利用者や聞こえに関心を持
つ多くのํとのつながりをより一
強化する会һ੍サイトおよͼJ04ɾ
"OESPJE向けアプリをެ開。ิௌ器
を使いこなすためのใや音や聞こ
えに関する෯いใɾ動ըをఏڙ
し、ϢーβーのニーズにԠえます。

ҩྍै͚ऀࣄサイτɹ「ϦΦωοτ ϝυϙʔτ」
ҩྍैࣄ者向けの会һ੍サイトとしてެ開。ࣖՊɾௌ ɾ֮
ิௌ器のྍにܽかせないઐ的なใをूしており、
必要なใへす͙にアクセスすることができます。動ըコン
ςンπも๛にそろえた、࣌にԊうΣϒサイトです。

*&$���� ड
「音ڹ機器のࠃ際֨نに力をいで」

ؘ野 ɹ技術開発センター ෭センター

　2021年秋、技術開発センター副セン

ター長の舘野誠が、IEC1906賞を受

賞した（IEC/国際電気標準会議）。こ

の賞は電気・電子技術の標準化および

その関連活動へ大きく貢献した専門家

へ授与されるもの。IEC創立100周年

を記念し、2004年に設立された賞で

ある。

「私は30年ほどIECの会議に参加して

いますが、まさか自分が受賞できると

は考えていませんでした。ですから名

誉ある賞を受賞でき、大変、光栄に感

じています。IECには100以上の専門

委員会があり、私が属するのは電気音

響に関するTC29です。この委員会は

音の計測をベースに、騒音計、補聴器、

聴覚検査を行うオージオメータ、音響

機器の校正に使用する標準マイクロホ

ンに関わる国際規格を制定していくと

いう役割を担っています。具体的には

委員会で国際規格の原案を作り、世界

各国の関係者とすり合わせながら世界

中で利用される規格へと詰めていく活

動となります。TC29には私を含め、約

20カ国から委員が参加しており、皆で

問題を解決、調整しながら審議を進め

ていきます。異なる背景を持つ技術者

や研究者たちと議論、調整をしていく

のは難しいことではありますが、国際的

な規格を作っていく一助となる活動に

はやりがいを感じています。仕事を進

めながら、各国の文化や思想に触れる

ことも私にとっては大きな刺激となって

います。委員会のメンバーとのパーティ

などもあり、良好な関係を築けていま

すが、人間関係だけで仕事を進めるこ

とはできません。国によって規格を取

り巻く事情は異なり、規格を大きく変え

てしまうと世界中で混乱が起き

てしまう。そのため、社会の実

情に合わせて細かく改正しな

ければならず、慎重に議論や調

整を重ねていく必要があるわ

けです。

　海外の専門家たちと接して

いると、リオンの価値というも

のも実感できるようになります。人の聴

覚にはどのような性質があるとか、難

聴になると何がどう変わってしまうかと

いったことを、リオンのスタッフはよく学

んでいますし、世界的にみてもリオンほ

ど聴覚に関するエキスパートが多く集

まっている企業はなかなかありません。

ですからリオンの若い技術者、営業の

方は自信を持っていただきたいですし、

どんどん外の世界に出て様々な人と交

わりながらさらに成長していってほしい

と感じています。努力がきっとよりよい

社会の構築に結びついていくと信じて、

私自身もさらなる技術、知識の習得に

励んでいきたいと思います」

*&$���� ड
「音ڹ機器のࠃ際֨نに力を
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IEC/TC 29 の補聴器のワーキンググループ（Pretoria/South Africa）



EPILOGUE-SCIENCE, SCIENCE!

 ༤生ࢁ
ٕज़։ൃηϯター�ٕज़ࢿྉ՝。��1�
ೖࣾ。͜Ε·でඍཻࢠ計測ثのηϯ
αー։ൃैࣄし、࠷খ可測ཻܘをখ く͞
すΔڀݚプロδΣクτにྗした。

Ιθ Ι0
л4 m2

(1+cos2θ)1-
m2 2+4λ4

d6

=
2

愛すべき、悩ましきレイリー

　2012年に入社し、今年で10 年目。2021

年 4月から技術資料課に配属になったので

すが、それまでは技術開発センターで微粒

子計測器を開発していました。専門はセン

サー部分の研究開発です。

※　　　　　　　　　※

　理 科や算数は昔から大 好きで、小 学 校

の自由研究ではラジオを製作したほど。秋

葉原で部品を買ってきて組み立て、電波か

ら生み出される音に感 動しました。当時

テレビで流 行っていた「電 流イライラ棒」

の小さいバージョンも作ったことがあります。

中学の理科の先生が楽しい人で、薬品を混

ぜ合わせて二酸化炭素を発生させたり、少

量の花火を作ったり。物理より化学が好き

で、物質が何から、どのような構造で出来て

いるか、どんな特徴や性質を持っているかと

いうことを知るのが面白かったですね。高

校では水泳部と化学部に入り、大学では生

命工学を学びました。Scrub Nurse Robot

という腹腔鏡下手術支援用ロボットの研究

開発をやっていて、僕はその目の部分を担当

していました。どうやって手術の状況をロ

ボットに理解させるのか、紫外線や赤外線

という目に見えない光を駆使し、ロボットに

認識させるということを楽しみながら研究

していました。

※　　　　　　　　　※

　光に関する研究を長くやっていたことも

あって、リオンが微粒子計測器を開発してい

ることを知った時は嬉しかったですね。医

療機器メーカーに就職したかったのですが、

馴染みのある土地に会社があるリオンは音

や振 動のイメージだったので。面接の時

に「パーティクルカウンタの開発に携わりた

いです！」と言った就活生は珍しいようです

（笑）。

　晴れてリオンに入社し、微粒子計測器の

開発に携わって以降、ずっと長く付き合って

いる数式が「レイリー散乱の近似式」。レイ

リー散乱とは、光の波長より小さな微粒子に

よる光の散乱のことです。空が青く見える理

由も夕日が赤く見える理由も、大気を構成し

ている分子によるレイリー散乱の結果である

ことは有名ですよね。

散乱過程でほとんど波長は変化しないの

で、微粒子計の開発にはこの式を必ず使うん

です。  

※　　　　　　　　　※

　入社当時、液中微粒子計の最小可測粒径

は40 nmでした。 その 後、30 nmを目 指

し、さらに20 nm、さらにその先を目指すこ

ととなりました。微粒子計の開発において一

番重要なのは初期の設計の際に行うシミュ

レーション。測りたい粒子の大きさにおいて、

十分なシグナルノイズ比を確保できる散乱光

を発生させるためにはどういった条件が必

要なのか。そのシミュレーションの際にレイ

リー散乱の近似式を使います。

　レイリー散乱の近似式の最もわかりやす

い特徴は、散乱光の強度が粒子径の6乗に

比例する点です。つまり、粒子径が半分に

なれば散乱光の強度は1/64になってしま

う。40 nmの粒子を測定できるセンサで20 

nmを測定しようとすると、散乱光の強度は

1/64になるので、単純計算ではセンサーの

性能を64 倍にしないと計測できないんで

す。微粒子計の最小可測粒径がなかなか小

さくならないのはこの点に起因しています。 

リオンの微粒子計が30 nmから20 nmを計

測できるようになるのに8 年近くかかってい

ますから、開発には相当長い時間がかかる

んです。「なんで3乗じゃなくて6乗なんだ！」

と悩ましく思うこともありますが、とりあえず

このレイリー散乱の近似式でシミュレーショ

ンすれば正確に計算できるので、今となって

は頼もしい存在ですね。

※　　　　　　　　　※

　光の何が魅力的かというと、これからの

未来を切り拓く上で一番可能性があると思

うからなんです。光って人間が知覚できる唯

一の量子ですよね。量子論は古典力学がそ

のまま通用しない分野で、これからさらに伸

びていく。

　個人的には今「メタマテリアル」という物

質に注目しているのですが、これは光を含む

電磁波に対して、自然界の物質にはない振

る舞いをする人工物質のこと。メタマテリア

ルは光の屈折率を1未満や負の値にするこ

とができるのですが、それを使うと今までの

光にはできなかったことができるようになる

んです。たとえば今 5Gが普及し始めていま

すが、この電波は直進性が強くて障害物に

弱い。そこでメタマテリアル反射板を使うと

電波を迂回させられるんです。ほかにも様々

な研究が進んでいるので、考えるだけでワク

ワクします。未来が楽しみでならないですね。

No. 004

64倍の努力

ϦΦϯをࢧえる、理Պֶきなελοϑたͪ。͜の࿈ࡌ
Ͱຖճ、理ܥのελοϑがそΕͧΕの「理Ѫ」をޠる。
ୈ࢛ճ「ϨイϦʔࢄཚのۙࣜࣅ」のѪとࣥணについて。理数好きなもので。

リオンスタッフのこだわりコラム

ϨイϦʔࢄཚのۙࣜࣅ
レイϦーࢄཚͱޫの波にൺͯे分খ͞
ͳඍཻࢠによͬͯൃੜし、ࢄཚのલޙでޫの
波が΄΅ม化しͳいࢄཚをࢦす。ޫのࢄཚ
。ΊΔ͜ͱがで͖Δٻ্のࣜによͬͯڧ
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取ࡐɾจ �横  ా可ಸ

騒音計など音ڹ計測器の開発現
場では、この「9�」という一見ح
ົな数ࣈが重要な意味を持つ。
音はۭ気をわるʢ音ʣであ
り、音により生ずるѹ力ม化
を音ѹといい、୯Ґは「1Bʢパ
スΧルʣ」でදされる。人がかろ
うじてௌこえる最খの音ѹはお
よそ 20  �1Bであり、音の大きさ
は、この 20 �1Bをج४	�0 E#

とする対 数 計ࢉによってࢉ出

される。この࣌に用いられるの
が「E#」という୯Ґである。そし
て、1 1BʢパスΧルʣというج本
と言える音ѹは、9� E#という音
ѹϨϕルとなる。この 9� E#は、
音ߍڹਖ਼器や騒音計のキϟリϒ
Ϩーションʢप数1 L)[ʣに使
用される。リオンの技術者たち
はこの「9�」を通じて 1 1Bとつ
ねに向き߹い、֨ ಆを続けてい
るのである。

数 字 とリ オ ン の 不 思 議 な 関 係
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